
　2025年７月に開催された2025
年度実践総合農学会の個別研究
発表にて、草間航平非常勤職員
（東京農業大学大学院）が農林水
産政策研究所で携わった研究成
果を学会発表し、優秀研究発表
賞【学生部門】を受賞しました。
　本報告は、中山間地域におい
て景観や文化、経済活動といっ

た地域資源を維持するうえで、地域と多様に関わる
「関係人口」の協力をどのようにすれば得られるの
かという視点で調査を行った成果を発表したもので
す。
　本研究では、地域資源に対して喜びや希望といっ
たポジティブな感情を強く抱く人々は、関係人口と
して地域資源の維持に係る活動にも積極的に参加す
るのではないかといった仮説を立てました。そのう
えで人々はどのような地域資源に愛着や関心を持
ち、地域資源とポジティブな感情には関連性がある

　2025年７月にオンラインで開
催された2025年度実践総合農学
会にて、玉木志穂・丸山優樹によ
る研究報告「中山間地域の高齢者
における会話機会の特徴―鳥取県
日野町を事例に―」が、個別研究
発表において優秀研究発表賞　
【若手研究者部門】に選出され、
優秀報告として表彰されました。

　本報告は、中山間地域に居住する高齢者の会話実
態を明らかにし、会話機会の創出に向けた糸口を探
ることを目的としています。高齢者にとって会話
は、認知機能の維持や、うつ・孤立の予防、さらに
は生活の質（QOL）の向上にも資する重要な要素で
す。しかしながら、過疎化や地域コミュニティの希
薄化により、自然な会話の機会が失われつつある現
状があります。
　2023年１月から５月にかけて、鳥取県日野町の
自治会会場にて、対面による質問紙調査を実施しま

かについて、鳥取県の中山間地域に位置する日野町
を対象として調査・分析しました。
　その結果、明らかになった点は、日野町内在住者
と町外在住者では愛着を抱く地域資源に差があるこ
とです。また、ポジティブな感情が強い人ほど、お
祭りや移動販売といった人との関わりを連想させる
地域資源を高く評価する傾向があり、住民自らが意
思決定することや行政との関わりを重視する人ほ
ど、お祭りなどの文化・伝統を行政と共に継承すべ
きものと認識していることが示されました。以上の
結果から、町外の人々が興味や関心を抱く、人的交
流や文化・伝統に起因する地域資源を活用し、関係
人口の創出につなげることが有効であると分かりま
した。
　本報告は、人口減少が進む中山間地域において町
外の人々に視点を向けた点が評価され、優秀研究発
表賞が授与されました。今後は、日野町での地域活
動に本研究成果を活かし、持続的な地域づくりにつ
なげていきたいと思います。

した。当研究所の調査員が、日野町に居住する高齢
者一人ひとりに対し、日常生活における会話の状況
について丁寧にお話を伺いました。その結果、同じ
地域内であっても個人ごとの会話時間に大きな差が
みられ、特に会話・相手が限られている高齢者に
とっては、自治会活動や移動販売が重要な会話の機
会となっていることがわかりました。また、同居し
ていない家族とは電話やオンラインでのやり取りが
多くみられ、デジタル活用が実際に必要とされてい
る実態が浮かび上がりました。今後は、会話の「量」
だけでなく、「質」にも着目し、地域の特性を踏ま
えた支援のあり方を検討することが求められます。
　なお、本調査の実施にあたり、日野町の住民の皆
さまおよび日野町役場のご担当者の皆さまには、調
査へのご理解とご協力を賜りましたこと、心より御
礼申し上げます。日野町の皆さまのご協力があった
からこそ、調査を円滑に進めることができ、その成
果を広く共有する機会を得ることができました。あ
らためて深く感謝申し上げます。
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